
（石川県）

市 政 ル ポ 金
か な ざ わ

沢市

世
界
の《
交
流
拠
点
都
市
》を
目
指
し
て

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
の
人
づ
く
り

新
幹
線
効
果
で
花
開
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

平
成
27
年
３
月
14
日
の
北
陸
新
幹
線
（
東
京
〜
金

沢
間
）
開
業
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
た
今
年
９
月
、

金
沢
市
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
台
風
余
波
の

断
続
的
な
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
だ
っ
た
が
、

金
沢
市
は
行
く
先
々
で
国
内
外
の
観
光
客
が
醸
し
出

す
、
華
や
い
だ
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
の
も
た
ら
し
た
直
接
的
効
果
お

よ
び
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が

な
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の

多
い
の
が
、
一
種
の
ブ
ー
ム
現
象
と
も
い
え
る
ほ
ど

の
「
交
流
人
口
の
急
増
に
よ
る
金
沢
市
、
お
よ
び
金

沢
市
を
拠
点
に
訪
れ
る
周
辺
地
域（
能
登
半
島
な
ど
）

の
に
ぎ
わ
い
」に
関
し
て
の
話
題
だ
。

　

実
の
と
こ
ろ
「
金
沢
市
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

２
０
１
６
」（
金
沢
市
経
済
局
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
27

年（
１
月
〜
12
月
）の
金
沢
地
域
へ
の
観
光
客
入
込
客

数
は
過
去
最
多
の
１
０
０
６
万
人
を
記
録
（
前
年

８
４
４
万
人
）。
ま
た
「
平
成
27
年
観
光
調
査
報
告

書
」（
同
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
27
年
に
金
沢
市
内
19
の

主
要
観
光
施
設
を
利
用
し
た
人
の
総
数
は
約

９
０
３
万
人
で
、
前
年
の
約
５
９
８
万
人
に
比
べ

51
％
以
上
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
に
は

新
幹
線
開
業
前
の
３
カ
月
間
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

れ
で
も
こ
れ
だ
け
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
統
計
で
は
、
開
業
後
１
年
間

の
長
野
〜
金
沢
間
の
新
幹
線
利
用
者
数
は
約

９
２
６
万
人
で
、
前
年
度
の
在
来
線
利
用
者
数
に
比

べ
３
倍
近
い
。
特
に
長
野
市
の
善
光
寺
で
７
年
に
１

度
の
御
開
帳
と
重
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク

の
新
幹
線
利
用
者
数
39
万
人
超
は
、
前
年
度
比
３
倍

を
超
え
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー・ウ
イ
ー
ク
の
利
用
者（
約

23
万
６
０
０
０
人
）
に
至
っ
て
は
前
年
度
比
４・４
倍

超
を
記
録
し
た
。
そ
の
分
、
自
動
車
交
通
や
航
空
路
、

在
来
線
の
使
用
率
が
低
下
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
長
野
〜
金
沢
間
を
訪
れ
る
交
流
人
口
は
交

通
手
段
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
体
的
に
は
か
な

り
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
宿
泊
施
設
の
利
用
者
（
宿
泊
者
）

数
お
よ
び
稼
働
率
、
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加

（
例
え
ば
平
成
24
年
に
比
べ
２
・
５
倍
以
上
の

29
万
２
０
０
０
人
）
な
ど
、
既
に
各
種
メ
デ
ィ
ア
が

報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
新
幹
線
開
業
後
の
直
接
的
・

波
及
的
効
果
の
大
き
さ
を
示
す
数
値
を
一
つ
ず
つ

挙
げ
て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い
ほ
ど
だ
。

　

だ
が
金
沢
市
で
は
、
こ
う
し
た
開
業
後
の
各
種

効
果
を
、
事
前
に
か
な
り
綿
密
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
開
業
に
よ
る

マ
イ
ナ
ス
効
果
す
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
綿

山
やまの

野之
ゆきよし

義
金沢市長
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密
に
想
定
し
て
い
た
と
い
う
。

　

従
っ
て
、
開
業
後
の
プ
ラ
ス
効
果
が
想
像
以
上

だ
っ
た
と
す
る
声
が
多
い
こ
と
に
対
し
、
山
野
之
義

金
沢
市
長
は
、「
想
像
を
超
え
る
部
分
が
確
か
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
想
定
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」と
語
る
。
さ
ら
に「
想
像
以
上
の
こ
と

も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
あ
り
得
る
こ
と
と
し

て
想
定
は
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
に
ぎ
わ
い
が
大

き
く
増
し
て
本
当
に
有
り
難
い
こ
と
だ
と
は
も
ち
ろ

ん
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
驚
い
た
り
は
し
て
お
り
ま

せ
ん（
笑
）」と
続
け
る
。

常
に
本
物
を
目
指
し
て
き
た 

金
沢
の
文
化
創
造

　

例
え
ば
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
実
際
の
波
及
効
果

で
、
行
政
関
係
者
や
旅
行
関
係
者
な
ど
が「
意
外
」と

受
け
取
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
東
北
方
面（
宮
城
県
・

福
島
県
な
ど
）
か
ら
の
旅
行
者
数
が
、
54
％
も
上
昇

し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
上
昇
率
だ
け
な
ら
、
関

東
方
面
か
ら
の
88
％
増
に
次
ぐ
数
値
だ
。
旅
行
関
係

者
や
行
政
関
係
者
の
多
く
は
、
主
に
首
都
圏
か
ら
の

新
た
な
交
流
人
口
の
獲
得
に
向
け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
力
を
傾
注
し
て
い
た
た
め
に「
意
外
」と
感

じ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
仙
台

〜
金
沢
間
は
、
大
宮
を
経
由
す
れ
ば
最
速
３
時
間
22

分
で
結
ば
れ
た
。
東
京
〜
金
沢
間
の
所
要
２
時
間
28

分
に
比
べ
て
も
54
分
し
か
差
が
な
い
。
考
え
て
み
れ

ば
北
陸
新
幹
線
開
業
以
前
の
東
京
〜
金
沢
間
（
越
後

湯
沢
経
由
）
の
３
時
間
47
分
に
比
べ
20
分
以
上
も
速

い
の
だ
。

　

山
野
市
長
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
必
ず
そ
う
な
る

と
は
想
像
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も

十
分
に
あ
り
得
る
と
、
想
定
は
し
て
い
た
」と
語
る
。

　

山
野
市
長
の
こ
う
し
た
想
定
の
背
景
に
、
加
賀

藩
・
前
田
家
が
基
盤
を
形
成
し
、
４
０
０
年
以
上
に

北陸新幹線開業に沸き立つ金沢駅（平成27年3月）

世界の交流拠点都市にふさわしい金沢駅のたたずまい

金沢駅鼓門の前で行われる恒例・百万石まつり（毎年6月）の出発式
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わ
た
っ
て
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
金
沢
の
ま

ち
が
持
つ
文
化
交
流
都
市
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

へ
の
揺
る
ぎ
な
い
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
、
首
都
圏
と
直
結
す
る
な

ど
交
通
環
境
が
整
え
ば
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

「
秘
め
ら
れ
て
い
た
要
素
の
か
な
り
の
部
分
が
開
花

す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
想
定
が
、
開
業
か
ら
１
年
半

を
迎
え
た
現
在（
取
材
時
）、
実
際
に
裏
付
け
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
「
金
沢
市
に
お
け
る
、
そ
う
し
た
文
化
交

流
都
市
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
源
泉
を
あ
え
て

一
言
で
言
う
と
？
」
と
の
当
方
の
ぶ
し
つ
け
な
質
問

に
対
し
て
も
、
山
野
市
長
か
ら
は
即
座
に
、「
金
沢

に
は《
本
物
》が
た
く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」と
の
明
快
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

料
理
、
和
菓
子
、
陶
芸
、
漆
芸
、
金
箔
文
化
、
友

禅
染
、
水
引
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
ク
ラ
フ
ト
製

品
な
ど
、
金
沢
に
は
実
際
、
武
家
文
化
と
町
人
文
化

を
融
合
し
た
独
自
の
伝
統
文
化
の
粋
と
さ
れ
る
モ

ノ
・
コ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
「
そ
れ
ら
の
モ
ノ
・
コ
ト
は
金
沢
と
い
う
ま
ち
を

形
成
し
て
き
た
加
賀
藩
・
前
田
家
以
来
の
先
人
た
ち

に
よ
る
、
常
に
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
大
切
に
す
る
文
化

が
培
っ
て
き
た
伝
統
の
賜た
ま
も
の物

で
あ
る
と
同
時
に
、
現

代
の
金
沢
に
も
脈
々
と
流
れ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ

れ
の
使
命
は
、
そ
う
し
た《
本
物
》の
文
化
を
継
承
し

つ
つ
、
さ
ら
に
新
た
な
創
造
的
価
値
を
加
え
、
そ
れ

を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
と
と
も
に
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考

え
ま
す
」（
山
野
市
長
）

　

加
賀
藩
・
前
田
家
に
は
幕
藩
体
制
な
ら
で
は
の
、

当
時
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
る
文
化
創
造
の

た
め
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
。

現
代
の
金
沢
市
が
目
指
す
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
継
承
の
た
め
の
大

き
な
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
意

気
込
み
と
具
体
策
は
、
平
成

27
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
開

業
を
前
に
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
社
会
的
・
経
済
的
な
プ

ラ
ス
効
果
を
最
大
限
に
活
用

し
、
金
沢
市
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
新
た
な
都
市
像

「
世
界
の
交
流
拠
点
都
市
・

金
沢
」
を
掲
げ
て
平
成
25
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
基

本
構
想
、『
世
界
の
「
交
流
拠
点
都
市
金
沢
」
を
め
ざ

し
て
』に
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
１
年
後
で
、
北
陸
新
幹
線
開
業
１
年
前
の
26

年
２
月
に
策
定
さ
れ
た『
世
界
の「
交
流
拠
点
都
市
金

沢
」重
点
戦
略
計
画
』で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
継
承
の
た
め
の

具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
が
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
こ
こ
に
改
め
て
示
さ
れ
た
５
つ
の
重
点
方
針

と
、
10
の
重
点
施
策
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

◇�

重
点
方
針
１
．
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
た
な

産
業
の
創
出
［
そ
の
た
め
の
重
点
施
策
＝
価
値
創

造
拠
点
の
整
備
、
金
沢
ク
ラ
フ
ト
の
発
信
強
化
］

◇�

重
点
方
針
２
．
ま
ち
の
品
格
を
高
め
る
学
術
文
化

の
醸
成
［
そ
の
た
め
の
重
点
施
策
＝
学
術
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
、
文
化
資
産
の
活
用
・

発
信
］

現代美術を展示する金沢市21世紀美術館は日本一の人気ミュージアム

金沢職人大学校で伝統建築技術を学んだ研修生は全国で活躍中
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◇�

重
点
施
策
３
．
観
光
を
軸
と
し
た
交
流
の
活
発
化

［
そ
の
た
め
の
重
点
施
策
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
へ

の
対
応
強
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
拠
点
整
備
］

◇�

重
点
施
策
４
．
新
幹
線
時
代
に
対
応
し
た
交
通
基

盤
の
整
備
［
そ
の
た
め
の
重
点
施
策
＝
国
際
物
流

等
の
拠
点
整
備
、
都
市
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
］

◇�

重
点
施
策
５
．
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
応
し
た
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
［
そ
の
た
め
の
重
点
施

策
＝
市
民
交
流
・
人
材
育
成
機
能
の
強
化
、
交
流

に
よ
る
里
山
の
活
性
化
］

　

こ
の『
世
界
の「
交
流
拠
点
都
市
金
沢
」重
点
戦
略

計
画
』
は
、
独
自
の
伝
統
文
化
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
継
承
を
最

大
の
軸
に
各
種
の
戦
略
が
練
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
ま
さ
に
金
沢
市
な
ら
で
は
の
特
質
を
生
か
し

た
、
具
体
的
か
つ
意
欲
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
計

画
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

自
立
し
た
都
市
と 

市
民
が
形
成
す
る
交
流
拠
点
都
市

　
「
都
市
像
で
い
う
交
流
拠
点
都
市
と
は
、
歴
史
お

よ
び
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
を
継
承
し
な
が
ら
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
契
機

に
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
さ
ら
な
る
集
積
を
図
り
、
そ

の
交
流
を
通
じ
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
と
と
も

に
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る

ま
ち
、
そ
ん
な
仕
組
み
を
持
つ
ま
ち
と
い
え
ま
す
」

（
山
野
市
長
）

　

そ
し
て
そ
の
基
軸
と
な
る
の
が
、
再
三
言
及
し
て

き
た《
本
物
》を
生
み
出
し
、
維
持
・
継
承
し
て
い
く

文
化
力
な
の
だ
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
先
の
「
常
に

ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
大
切
に
す
る
文
化
」
と
い
う
山
野

市
長
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
加
賀
藩
・
前
田
家
以

来
の
文
化
を
担
う
人
づ
く
り
を
継
続
し
て
き
た
と
い

う
歴
史
的
事
実
の
積
み
重
ね
だ
。

　

現
代
の
金
沢
市
に
お
け
る
文
化
を
担
う
人
づ
く
り

は
、
よ
り
広
範
囲
か
つ
重
層
的
に
な
っ
て
い
る
。
特

に
文
化
を
担
う
人
づ
く
り
事
業
の
う
ち
、
伝
統
技

術
・
文
化
の
面
で
象
徴
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
平
成
８
年
10
月
の
開
校
以
来
、
幾
多
の
卒
業
生

（
専
門
技
術
者
）
を
輩
出
し
て
き
た
「
公
益
社
団
法
人

金
沢
職
人
大
学
校
」だ
。

　

武
家
文
化
と
町
人
文
化
が
高
度
に
融
合
し
た
金
沢

市
に
は
、
金
沢
城
や
兼
六
園
な
ど
の
史
跡
の
ほ
か
、

茶
屋
町
、
長
町
武
家
屋
敷
跡
、
寺
町
、
近
江
町
市
場金沢城を和服体験で訪れる外国人観光客が急増中

根強い人気の名勝・兼六園は金沢市の変わらぬシンボル
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な
ど
か
ら
一
般
住
宅
に
至
る
ま
で
、
近
世
に
生
ま
れ

た
建
物
が
、
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
、
あ
る
も
の

は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
現
代
に

息
づ
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
２
つ
の
茶
屋
街
（
ひ
が

し
、
主
計
町
）
お
よ
び
２
つ
の
寺
院
群
（
卯
辰
山
山

麓
、
寺
町
）
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
歴
史
文
化
的
な
価
値

の
高
い
事
例
が
多
い
。
金
沢
職
人
大
学
校
は
、
指
定

文
化
財
は
も
ち
ろ
ん
、
金
沢
市
の
日
常
的
な
生
活
空

間
に
普
通
に
根
付
い
て
い
る
よ
う
な
文
化
財
級
の
建

物
や
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
家
財
な
ど

も
含
め
た
、
広
い
意
味
で
の
文
化
財
を
保
存
・
修
復

す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
。

　

石
工
科
、
瓦
科
、
左
官
科
、
造
園
科
、
大
工
科
、

畳
科
、
建
具
科
、
板
金
科
、
表
具
科
に
分
か
れ
た
本

科
（
各
組
合
推
薦
の
30
歳
以
上
の
経
験
者
、
定
員
50

名
）
と
、
本
科
修
了
生
で
構
成
さ
れ
た
修
復
専
攻
科

（
文
化
財
の
修
復
技
術
者
養
成
）が
あ
り
、
修
学
年
限

は
各
３
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
伝
統
技
術

を
習
得
し
た
専
門
技
術
者
が
既
に
７
０
０
名
以
上
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
重
伝
建
地
区

を
抱
え
る
自
治
体
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
保

存
・
修
復
体
制
を
構
築
し
て
い
る
例
は
、
ほ
か
に
類

を
見
な
い
。

　

各
種
の
伝
統
工
芸（
ク
ラ
フ
ト
）に
関
す
る
人
づ
く

り
体
制
も
充
実
し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の

は
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
金
沢
市
文
化
の
人
づ
く

り
基
金
」
の
仕
組
み
だ
。
金
沢
市
に
は
加
賀
友
禅
や

和
傘
、
焼
き
物
、
水
引
、
和
紙
、
表
具
、
彫
金
、
漆
芸
、

竹
細
工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
が
息
づ
い
て
い

る
が
、
今
年
４
月
に
は
「
金
沢
市
に
お
け
る
文
化
の

人
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
。
既
存

作
家
の
保
護
と
と
も
に
、
若
手
作
家
の
育
成
の
た
め

に
子
ど
も
塾
や
各
種
の
体
験
講
座
、
学
生
塾
、
専
門

技
術
の
研
修
講
座
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
、
世
代
的

に
も
技
術
レ
ベ
ル
的
に
も
切
れ
目
の
な
い
育
成
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
改
め
て
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　

同
条
例
の
施
行
に
合
わ
せ
、
そ
れ
を
支
え
る
資
金

と
し
て
今
年
度
か
ら
活
用
が
始
め
ら
れ
た
の
が
「
金

沢
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
だ
。
金
沢
市
で
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
使
い
道
を「
文
化
の
人
づ
く
り
に
活
用
」す
る

こ
と
を
明
言
。
寄
付
金
を「
文
化
の
人
づ
く
り
基
金
」

に
積
み
立
て
し
、「
伝
統
文
化
の
継
承
発
展
と
文
化

の
創
造
を
担
う
人
づ
く
り
の
資
金
と
す
る
」
と
定

め
た
。

　
「
同
時
に
謝
礼
と
し
て
、
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
は
、
市
内
で
働
く
若
手
工
芸
作
家
の
工
芸
作

品
を
お
送
り
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」
と
山
野
市

長
。
寄
付
金
が
金
沢
市
の
文
化
を
担
う
人
材
の
育
成

に
使
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
人

に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
伸
び
て
い
く
若
手
作
家
の
作

品
を
謝
礼
に
も
ら
う
仕
組
み
は
、
と
て
も
魅
力
的
だ

ろ
う
。

　

ま
た
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
」
で

は
、
上
位
入
賞
者
に
若
手
工
芸
作
家
が
つ
く
っ
た
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
上
位
入
賞
者
は
彫
金
作
品

で
あ
っ
た
り
陶
磁
器
作
品
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
年
に

よ
っ
て
違
う
材
質
と
趣
の
メ
ダ
ル
が
も
ら
え
る
わ
け

で
、
こ
れ
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
若
手
作
家
に

伝統工芸の現場がみられるクラフトツーリズム（水引専門店「津田水引折型」）

平成7年開村の金沢市民文化村（24時間使用可能、金沢職人大学校併設）は市民
ボランティアが運営参加する総合文化施設
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と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
形
で
自
分
の
作
品
の
発
信
の

機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
な
励
み
に
な
る
に

違
い
な
い
。

世
界
の
交
流
拠
点
都
市
形
成
に
向
け
た
課
題

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
後
に
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ

た
課
題
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
例
え
ば
戦
災
を
受
け

な
か
っ
た
た
め
に
残
さ
れ
た
、
幅
の
狭
い
道
路
を
軸

に
形
成
さ
れ
た
伝
統
的
街
並
み
が
多
い
こ
と
か
ら
生

じ
る
交
通
渋
滞
な
ど
、
観
光
客
が
増
え
過
ぎ
た
こ
と

に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
悪
影
響
も
徐
々
に
出
始
め
て

い
る
。「
特
に
市
民
の
台
所
と
し
て
３
０
０
年
以
上
も

機
能
し
て
き
た
近
江
町
市
場
に
、
観
光
客
の
急
増
に

よ
る
観
光
地
化
が
少
し
ず
つ
目
立
ち
始
め
、
い
ろ
い

ろ
な
弊
害
が
出
て
い
る
こ
と
」（
山
野
市
長
）
は
、
典

型
的
な
事
例
だ
。

　

一
部
店
舗
で
価
格
の
相
対
的
値
上
が
り
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
お
年
寄
り
が
店
の
人
と

ゆ
っ
く
り
会
話
し
な
が
ら
買
い
物
を
す
る
よ
う
な
古

き
良
き
伝
統
の
雰
囲
気
が
、
観
光
客
の
大
幅
増
加
で

成
り
立
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
な
ど
の
指
摘
も
、
実

際
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
増
え
過
ぎ
た
観
光
客
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
金
沢
と
い
う
ま
ち
の
特
性
を
継
続
し
て
発
信
し

な
が
ら
、
独
特
な
雰
囲
気
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
観

光
の
楽
し
み
方
を
、
粘
り
強
く
啓
発
し
て
い
く
し
か

な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
啓
発
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

も
、
金
沢
が
擁

す
る
本
物
の
文

化
は
説
得
力
を

も
っ
て
い
く
に

違
い
な
い
。

　

ま
た
、
交
通

の
分
野
に
つ
い

て
は
、
観
光
客

を
は
じ
め
ま
ち

な
か
の
回
遊
性

と
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め

に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム（
愛
称
・
ま
ち
の
り
）

を
導
入
す
る
な
ど
各
種
の
工
夫
の
ほ
か
に
、「
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
幹
と
な
る
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
」（
山
野
市
長
）と
す
る
。

　

本
物
の
伝
統
文
化
を
維
持
・
保
全
し
な
が
ら
、
ま

ち
と
し
て
の
新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
。
そ
う
し
た

文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
魅
せ
ら
れ
、
国
内
外
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
と
市
民
と
が
、
互
い
に
無
理

の
な
い
形
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
展
の
糧

と
す
る
。
そ
ん
な
世
界
に
開
け
た
21
世
紀
型
の
交
流

拠
点
都
市
と
し
て
の「
在
り
方
」を
独
自
に
構
築
し
て

い
く
に
は
当
然
、
た
く
さ
ん
の
困
難
と
長
い
時
間
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
標
の
実
現

に
向
け
、
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
独
自
の
文
化

交
流
都
市
と
し
て
歩
ん
で
き
た
金
沢
市
は
、
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
時
代
か
ら
、
リ
ス
ク
を
背
負
っ

て
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
き
た
」
と
語
る
山
野
市
長
に
よ
る
、
伝
統
と

創
造
の
力
で
発
展
し
て
き
た
ま
ち
に
新
た
な
価
値
を

創
造
し
つ
つ
け
ん
引

す
る
、
北
陸
新
幹
線

開
業
後
の
金
沢
市
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
こ

れ
か
ら
い
よ
い
よ
本

格
化
し
て
い
く
。

（
取
材
・
文 

遠
藤 

隆

／
取
材
日 

平
成
28
年

９
月
５
日
）

シェアサイクル・システム「まちのり」は金沢市
観光の定番

昨年から始まった「金沢マラソン」（11月）スタート直後の模様
と伝統工芸作家制作の入賞メダル
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